
 

 

学校
がっこう

生活
せいかつ

   今
こん

年
ねん

度
ど

新
あら

たに追加
つ い か

・修正
しゅうせい

を加
くわ

えたきまり 

１ 服装
ふくそう

 

（１）制服
せいふく

（学校
がっこう

で決
き

められている服
ふく

） 

 夏季
か き

（６～９月
がつ

） 冬
とう

季
き

（１０月
がつ

～５月
がつ

） 通
つう

年
ねん

 

男 だ
ん

子 し 

上
うえ

 白
しろ

のシャツ（衿
えり

付
つ

き） 
紺
こん

の上
うわ

着
ぎ

 

白
しろ

のシャツ（衿
えり

付
つ

き） 

左
ひだり

胸
むね

に名
な

札
ふだ

（校
こう

名
めい

入
い

り） 

1、2、3年
ねん

生
せい

は黄
き

色
いろ

い帽
ぼう

子
し

をかぶる。 

くつ下
した

は、白
しろ

か黒
くろ

か紺
こん

で、無
む

地
じ

またはワンポイン

トまでのもの。 

下
した

 紺
こん

の半
はん

ズボン または 紺
こん

の長
なが

ズボン 

女 じ
ょ

子 し 

上
うえ

 
白
しろ

のブラウス または 

白
しろ

のシャツ（衿
えり

付
つ

き） 

紺
こん

の上
うわ

着
ぎ

 

白
しろ

のブラウス または シャツ（衿
えり

付
つ

き）  

下
した

 紺
こん

のひだスカート または 紺
こん

の半
はん

ズボン または 紺
こん

の長
なが

ズボン 

※シャツの裾
すそ

はズボンの中
なか

に入
い

れ、ボタンはすべてとめる。シャツの下
した

は、華美
か び

でない下
した

着
ぎ

を着る
き る

。 

※白
しろ

のシャツやブラウスの下
した

に着
き

る服
ふく

の襟
えり

は、シャツやブラウスから出
で

ないようにする。 

※くつ下
した

の丈
たけ

は、足
あし

首
くび

が隠
かく

れ、膝
ひざ

下
した

までの長
なが

さとする。 

※冬
とう

季
き

の服
ふく

装
そう

について 

制
せい

服
ふく

のみで寒
さむ

い場
ば

合
あい

は、制
せい

服
ふく

の上
うわ

着
ぎ

の下
した

に紺
こん

や黒
くろ

などの華
か

美
び

でないベストやセーター、カーディガンを

着
き

てもよい。タイツ（白
しろ

か黒
くろ

か紺
こん

で、華
か

美
び

でない物
もの

）をはいてもよいが、レッグウォーマーは認
みと

めない。 

また、登
とう

下
げ

校
こう

時
じ

にジャンパー、マフラー・ネックウォーマー、手
て

袋
ぶくろ

を着
ちゃく

用
よう

してもよい。 

ただし、イヤーウォーマーは認
みと

めない。（安
あん

全
ぜん

面
めん

上
じょう

の理
り

由
ゆう

のため） 

※衣
ころも

替
が

えを行
おこな

う時
じ

期
き

は、気
き

候
こう

によって移
い

行
こう

期
き

間
かん

を設
もう

ける。 

（２）体
たい

操
そう

服
ふく

・・・・・学校
がっこう

で決
き

められている体
たい

操
そう

服
ふく

にネームをつけ、あご
つ

ひも付き赤
あか

白
しろ

帽
ぼう

子
し

をかぶる。 

校
こう

庭
てい

では外
そと

ズックをはく。 

（３）ズック・・・・・内
うち

外
そと

ともに白
しろ

ズックで、内
うち

ズックは学
がっ

校
こう

で決
き

められたもの（緑
みどり

線
せん

のもの）をはく。 

           決
き

められたところに記
き

名
めい

する。（ズックの表
おもて

の面
めん

とかかとの２ヶ
か

所
しょ

） 

（４）頭
とう

髪
はつ

・・・・・・学
がく

習
しゅう

にふさわしい格
かっ

好
こう

とし、染
せん

色
しょく

や脱
だっ

色
しょく

、パーマ等
など

はしない。 

肩
かた

にかかる髪
かみ

はゴムで結
むす

ぶ。前
まえ

髪
がみ

は、目
め

にかからないようにピンでとめる。 

※ゴムやピンは黒
くろ

・茶
ちゃ

・紺
こん

色
いろ

で、飾
かざ

りの無
な

いものとする。シュシュは認
みと

めない。 

（５）登
とう

下
げ

校
こう

のくつ・・安
あん

全
ぜん

で歩
ある

きやすいものを使
し

用
よう

する。 

（６）その他
た

・・・・・アクセサリーのようなものは身
み

につけない。 

お守
まも

りなどを身
み

につけたい場
ば

合
あい

は担
たん

任
にん

に相
そう

談
だん

する。 

〈校
こう

内
ない

での服
ふく

装
そう

〉 

☆全
ぜん

校
こう

朝
ちょう

礼
れい

の時
とき

 ⇒ 制
せい

服
ふく

を着
き

る。 

☆体
たい

育
いく

の時
とき

 ⇒ 体
たい

操
そう

服
ふく

。タイツはぬぐ。 

寒
さむ

いときは、半
はん

そでシャツ、ハーフパンツの上
うえ

から長
なが

袖
そで

を着
き

る 

☆掃
そう

除
じ

の時
とき

  ⇒ 制
せい

服
ふく

の上
うわ

着
ぎ

を教
きょう

室
しつ

で脱
ぬ

いで掃
そう

除
じ

場
ば

所
しょ

に行
い

く。 

女
じょ

子
し

はスカートを脱
ぬ

ぎ、体
たい

操
そう

ズボンまたはハーフパンツをはく。 

☆大
おお

休
やす

み・昼
ひる

休
やす

み ⇒ 体
たい

育
いく

館
かん

や校
こう

庭
てい

に行
い

く場
ば

合
あい

は、上
うわ

着
ぎ

やスカートをぬぐ。 

☆座
ざ

学
がく

の時
とき

 ⇒ 基
き

本
ほん

、制
せい

服
ふく

で受
う

ける。（上
うわ

着
ぎ

を着
き

る。スカートをはく。）  

２ 登
とう

校
こう

・下
げ

校
こう

 

○登
とう

校
こう

は町
ちょう

内
ない

ごとに定
さだ

め
め

られた集
しゅう

団
だん

登
とう

校
こう

班
はん

で、下
げ

校
こう

は学
がく

年
ねん

ごとに決
き

められたグループで行
おこな

う。 

○登
とう

下
げ

校
こう

は決
き

められた通
つう

学
がく

路
ろ

を通
とお

り、７時
じ

４５分
ふん

～７時
じ

５５分
ふん

に学
がっ

校
こう

に着
つ

くよう登
とう

校
こう

する。 

○登
とう

下
げ

校
こう

時
じ

は、名
な

札
ふだ

を制
せい

服
ふく

の胸
むね

ポケットに入
い

れるなどして、名
な

前
まえ

が見
み

えないようにする。 

学
がっ

校
こう

に来
き

たら、名
な

前
まえ

を見
み

えるようにする。（朝
あさ

、帰
かえ

りの会
かい

で呼
よ

びかけ） 

３ その他
た

 

○遊
あそ

び場
ば

は、校
こう

庭
てい

、体
たい

育
いく

館
かん

とする。花
か

壇
だん

のある中
なか

庭
にわ

では遊
あそ

ばない。 

○ろう下
か

や特
とく

別
べつ

教
きょう

室
しつ

では遊
あそ

ばない。ただし、雨
あめ

の日
ひ

や冬
とう

季
き

は、ろう下
か

で、なわとびはしてもよい。 

○校
こう

舎
しゃ

内
ない

では、追
お

いかけっこやボール遊
あそ

びなどの危
き

険
けん

な遊
あそ

びは行
おこな

わない。 

○登
とう

校
こう

中
ちゅう

や登
とう

校
こう

後
ご

は、忘
わす

れ物
もの

があっても取
と

りに帰
かえ

らない。 

○シャープペンシルは学
がっ

校
こう

に持
も

ってこない。色
いろ

ボールペンと蛍
けい

光
こう

ペンは合
あ

わせて３色
しょく

まで（高
こう

学
がく

年
ねん

）。 

○学
がく

習
しゅう

に不
ふ

必
ひつ

要
よう

なものを持
も

ってこない。（判
はん

断
だん

が難
むずか

しいときは、先
せん

生
せい

に相
そう

談
だん

する。） 

 ○キーホルダーやストラップは、大
おお

きくないものをランドセルのみに一
ひと

つだけつけてもよい。 

 〇登
とう

校
こう

後
ご

や休
やす

み時
じ

間
かん

後
ご

 給
きゅう

食
しょく

前
まえ

には、手
て

洗
あら

いをする。 

校
こう

外
がい

生
せい

活
かつ

 

１ 外
がい

出
しゅつ

（●は福
ふく

井
い

市
し

のきまり） 

●子
こ

どもだけで、校
こう

区
く

外
がい

に行
い

かない。 

●映
えい

画
が

館
かん

、量
りょう

販
はん

店
てん

（エルパ、ワイプラザ、パリオ、フレンドタウンなど）、レンタルビデオショップ、カラオケ、

ゲームセンターやゲームコーナーなどへは大人
おとな

と一
いっ

緒
しょ

に利
り

用
よう

する。 

●家
いえ

の人
ひと

のおつかいで買
か

い物
もの

に行
い

くときは、用
よう

事
じ

だけを済
す

ませてすぐに帰
かえ

る。 

○お
お

金
かね

や物
もの

の貸
か

し借
か

りはしない。また、子
こ

ども同
どう

士
し

で買
か

い食
ぐ

いしたり、おごったりおごられたりしない。 

○おやつは家
いえ

で食
た

べるようにする。 

○外
がい

出
しゅつ

するときは、行
い

き先
さき

や帰
かえ

る時
じ

刻
こく

を家
いえ

の人
ひと

に知
し

らせる。 

○夕
ゆう

方
がた

、日
ひ

が暮
く

れる前
まえ

に家
いえ

に帰
かえ

り、子
こ

どもだけで夜
や

間
かん

の外
がい

出
しゅつ

はしない。 

○知
し

らない人
ひと

の誘
さそ

いには絶
ぜっ

対
たい

に乗
の

らず、不
ふ

審
しん

者
しゃ

と思
おも

われる人
ひと

に出
で

会
あ

ったら、かけ込
こ

み所
じょ

や近
ちか

くの人
ひと

に助
たす

けを求
もと

める。すぐに警
けい

察
さつ

と学
がっ

校
こう

に知
し

らせる。 

○危
あぶ

ない遊
あそ

びをしない。（火
ひ

遊
あそ

び、エアガン、道
どう

路
ろ

でのボール遊
あそ

び、ブレイブボードなど） 

○危
あぶ

ない場
ば

所
しょ

で遊
あそ

ばない。（道
どう

路
ろ

、線
せん

路
ろ

、用
よう

水
すい

の近
ちか

く、工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

、駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

、材
ざい

木
もく

や石
いし

置
お

き場
ば

など） 

○１人
ひとり

で出
で

歩
ある

かないようにする。（特
とく

に公
こう

園
えん

などでは１人
ひとり

で遊
あそ

ばない。） 

〇特
とく

別
べつ

な事
じ

情
じょう

がない限
かぎ

り、子
こ

どもだけで友
ゆう

人
じん

宅
たく

などへ泊
と

まらない。 

２ 自
じ

転
てん

車
しゃ

の乗
の

り方
かた

 

○保
ほ

護
ご

者
しゃ

の許
きょ

可
か

を得
え

て、交
こう

通
つう

ルールを守
まも

って乗
の

る。 

○危
あぶ

ない乗
の

り方
かた

を絶
ぜっ

対
たい

にしない。（競
きょう

走
そう

、二人
ふたり

乗
の

り、手
て

放
ばな

し運
うん

転
てん

、ジグザグ乗
の

り、横
よこ

並
なら

び通
つう

行
こう

、傘
かさ

差
さ

し運
うん

転
てん

等
など

） 

※横
おう

断
だん

歩
ほ

道
どう

を渡
わた

る時
とき

は、自
じ

転
てん

車
しゃ

から降
お

りて渡
わた

る。特
とく

に、細
ほそ

い道
みち

や見
み

通
とお

しの悪
わる

い道
みち

からの飛
と

び出
だ

しに注
ちゅう

意
い

する。 

○雨
あめ

の日
ひ

や雪
ゆき

がある日
ひ

（降
こう

雪
せつ

時
じ

や積
せき

雪
せつ

がある時
とき

）、日
ひ

が暮
く

れてからは（ライトが付
つ

いていても）乗
の

らない。 

○校
こう

庭
てい

内
ない

への自
じ

転
てん

車
しゃ

の乗
の

り入
い

れは禁
きん

止
し

する。 

○安
あん

全
ぜん

のためにヘルメットをかぶるようにする。 

3 その他
た

 

〇S
えす

N
えぬ

S
えす

やメール、オンラインゲーム等
など

は、「スマートルール」に従
したが

い、家
いえ

の人
ひと

と約
やく

束
そく

事
ごと

を決
き

めて利
り

用
よう

する。 

令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

 

福
ふく

井
い

市
し

啓
けい

蒙
もう

小
しょう

学
がっ

校
こう

 


